
(57)【要約】

【課題】先端処置部材の正面に位置する粘膜面等を十分

な水量で洗浄することができ、また、先端処置部材の向

きを極めてシンプルな構造と操作により手元側から任意

に変えることができる内視鏡用処置具を提供すること。

【解決手段】操作ワイヤ５と送液路３とをシース１内に

並列に配置すると共に、先端処置部材４を、操作ワイヤ

５の先端に対して側方に偏位した状態に連結して、送液

路３の先端開口３ａの前方位置に配置し、また、ストッ

パ壁８ａをストッパ面６ａに対し傾斜してシース１の先

端部分に設けて、先端処置部材４をシース１の先端部分

から突没させるための操作ワイヤ５を手元側から押し込

み操作することで、シース１の先端部分から突出する先

端処置部材４の向きを変化させることができるように構

成する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る シ ー ス 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 軸
線 方 向 に 進 退 操 作 す る こ と に よ り 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 処 置 部 材 が 上
記 シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 突 没 す る よ う に 構 成 さ れ る と 共 に 、 上 記 先 端 処 置 部 材 に 向 か っ て
送 水 す る た め の 送 液 路 が 上 記 シ ー ス 内 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ と 上 記 送 液 路 と を 上 記 シ ー ス 内 に 並 列 に 配 置 す る と 共 に 、 上 記 先 端 処 置
部 材 を 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 対 し て 側 方 に 偏 位 し た 状 態 に 連 結 し て 、 上 記 送 液 路 の 先
端 開 口 の 前 方 位 置 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 シ ー ス の 先 端 部 分 の う ち 上 記 送 液 路 が 形 成 さ れ て い る 側 の 半 部 が 削 除 さ れ て い る 請
求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 先 端 処 置 部 材 の 基 部 を 上 記 シ ー ス の 軸 線 と 平 行 な 方 向 に 移 動 自 在 に 案 内 す る た め の
ス リ ッ ト が 、 上 記 シ ー ス の 先 端 部 分 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置
具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ と 上 記 先 端 処 置 部 材 と の 連 結 部 に 前 方 に 向 い た ス ト ッ パ 面 が 形 成 さ れ る
と 共 に 、 上 記 ス ト ッ パ 面 が 前 方 に 移 動 し た 時 に 当 接 す る ス ト ッ パ 壁 が 上 記 ス ト ッ パ 面 に 対
し 傾 斜 し て 上 記 シ ー ス の 先 端 部 分 に 設 け ら れ て い て 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ が 基 端 側 か ら 前 方 に
向 か っ て 押 し 込 ま れ て 上 記 ス ト ッ パ 面 が 上 記 ス ト ッ パ 壁 に 押 し 当 て ら れ る こ と に よ り 、 上
記 シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 突 出 す る 上 記 先 端 処 置 部 材 の 向 き が 上 記 ス ト ッ パ 面 に 対 す る 上 記
ス ト ッ パ 壁 の 傾 斜 方 向 に 対 応 し て 変 化 す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ が 挿 通 配 置 さ れ て い る 上 記 シ ー ス の 内 部 空 間 の 少 な く と も 先 端 付 近 の 断
面 形 状 が 、 上 記 先 端 処 置 部 材 の 向 き の 変 化 方 向 に 細 長 い 形 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ 記
載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 処 置 具 と し て は 各 種 の も の が あ る が 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ
れ る シ ー ス 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ
イ ヤ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 処 置 部 材 が シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 突 没 す る よ う に 構 成 さ れ た
処 置 具 が 数 多 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 そ の よ う な 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 先 端 処 置 部 材 に よ る 処 置 を 受 け る 粘 膜 面
の 汚 れ 等 を 洗 い 流 す た め に 、 先 端 処 置 部 材 に 向 か っ て 送 水 す る た め の 送 液 路 が シ ー ス 内 に
設 け ら れ た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ６ ５ ３ ５ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て は 、 特 許 文 献 １ の 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、
操 作 ワ イ ヤ ４ １ と は 独 立 し た 流 路 （ 流 体 通 路 ４ ） を 設 け る 場 合 と 、 操 作 ワ イ ヤ ４ １ が 通 さ
れ た 空 間 （ 内 管 ２ ） を 流 路 と し て 用 い る 場 合 と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 流 路 が 操 作 ワ イ ヤ ４ １ と は 独 立 し て 設 け ら れ て い る 場 合 は 、 流 路 の 先 端 開 口 が
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操 作 ワ イ ヤ ４ １ か ら 偏 位 し て し ま う の で 、 先 端 処 置 部 材 （ バ ス ケ ッ ト ） ４ ２ の 正 面 に 位 置
す る 最 も 洗 い た い 位 置 の 粘 膜 面 を 十 分 に 洗 浄 す る こ と が で き ず 、 操 作 ワ イ ヤ ４ １ が 通 さ れ
た 空 間 （ 内 管 ２ ） を 流 路 と し て 用 い る 場 合 に は 、 先 端 処 置 部 材 ４ １ の 正 面 に 位 置 す る 粘 膜
面 を 洗 浄 す る こ と が で き る も の の 、 操 作 ワ イ ヤ ４ １ が 流 路 内 に 挿 通 配 置 さ れ て い る の で 流
路 が 狭 め ら れ て 十 分 な 送 水 量 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 シ ー ス の 先 端 か ら 突 出 す る 先 端 処 置 部 材 を 目 標 患 部 に 正 確 に 誘 導 す る た め に は 、
シ ー ス の 先 端 か ら 突 出 す る 先 端 処 置 部 材 の 向 き を 手 元 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 任 意 に 変
化 さ せ る こ と が で き る よ う に す る の が 望 ま し い が 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う な 従
来 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に は そ の よ う な 機 能 が な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 シ ー ス の 先 端 か ら 先 端 処 置 部 材 が 突 没 す る タ イ プ で は な い 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 屈 曲 機 能
を 有 す る も の が あ る が 、 シ ー ス の 先 端 部 分 を 屈 曲 さ せ る た め の 操 作 ワ イ ヤ を 別 設 し て シ ー
ス 内 に 挿 通 す る 必 要 が あ る た め 、 構 造 と 操 作 が 複 雑 に な っ て 現 実 性 が 乏 し い （ 例 え ば 、 特
開 平 ９ － ２ ６ ２ ２ ３ ９ 、 特 開 平 １ １ － ４ ２ ２ ３ ２ 等 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 先 端 処 置 部 材 の 正 面 に 位 置 す る 粘 膜 面 等 を 十 分 な 水 量 で 洗 浄 す る こ と
が で き る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し 、 ま た そ の よ う な も の に お い て 、 先 端
処 置 部 材 の 向 き を 極 め て シ ン プ ル な 構 造 と 操 作 に よ り 手 元 側 か ら 任 意 に 変 え る こ と が で き
る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ
ル に 挿 脱 さ れ る シ ー ス 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 す る こ と に よ
り 、 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 処 置 部 材 が シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 突 没 す る よ う に
構 成 さ れ る と 共 に 、 先 端 処 置 部 材 に 向 か っ て 送 水 す る た め の 送 液 路 が シ ー ス 内 に 設 け ら れ
た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 操 作 ワ イ ヤ と 送 液 路 と を シ ー ス 内 に 並 列 に 配 置 す る と 共 に 、
先 端 処 置 部 材 を 、 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 対 し て 側 方 に 偏 位 し た 状 態 に 連 結 し て 、 送 液 路 の 先
端 開 口 の 前 方 位 置 に 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 シ ー ス の 先 端 部 分 の う ち 送 液 路 が 形 成 さ れ て い る 側 の 半 部 が 削 除 さ れ て い て も よ
く 、 先 端 処 置 部 材 の 基 部 を シ ー ス の 軸 線 と 平 行 な 方 向 に 移 動 自 在 に 案 内 す る た め の ス リ ッ
ト が 、 シ ー ス の 先 端 部 分 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 操 作 ワ イ ヤ と 先 端 処 置 部 材 と の 連 結 部 に 前 方 に 向 い た ス ト ッ パ 面 が 形 成 さ れ る
と 共 に 、 ス ト ッ パ 面 が 前 方 に 移 動 し た 時 に 当 接 す る ス ト ッ パ 壁 が ス ト ッ パ 面 に 対 し 傾 斜 し
て シ ー ス の 先 端 部 分 に 設 け ら れ て い て 、 操 作 ワ イ ヤ が 基 端 側 か ら 前 方 に 向 か っ て 押 し 込 ま
れ て ス ト ッ パ 面 が ス ト ッ パ 壁 に 押 し 当 て ら れ る こ と に よ り 、 シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 突 出 す
る 先 端 処 置 部 材 の 向 き が ス ト ッ パ 面 に 対 す る ス ト ッ パ 壁 の 傾 斜 方 向 に 対 応 し て 変 化 す る よ
う に な っ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 先 端 処 置 部 材 を 、 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 対 し て 側 方 に 偏 位 し た 状 態 に 連
結 し て 、 送 液 路 の 先 端 開 口 の 前 方 位 置 に 配 置 し た こ と に よ り 、 先 端 処 置 部 材 の 正 面 に 位 置
す る 粘 膜 面 等 を 十 分 な 水 量 で 洗 浄 す る こ と が で き 、 先 端 処 置 部 材 を シ ー ス の 先 端 部 分 か ら
突 没 さ せ る た め の 操 作 ワ イ ヤ を 手 元 側 か ら 押 し 込 み 操 作 す る こ と で 、 シ ー ス の 先 端 部 分 か
ら 突 出 す る 先 端 処 置 部 材 の 向 き を 変 化 さ せ る こ と が で き る よ う に す れ ば 、 極 め て シ ン プ ル
な 構 造 と 操 作 に よ り 先 端 処 置 部 材 の 向 き を 手 元 側 か ら 任 意 に 変 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る シ ー ス 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 軸
線 方 向 に 進 退 操 作 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 処 置 部 材 が シ ー ス
の 先 端 部 分 か ら 突 没 す る よ う に 構 成 さ れ る と 共 に 、 先 端 処 置 部 材 に 向 か っ て 送 水 す る た め
の 送 液 路 が シ ー ス 内 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 操 作 ワ イ ヤ と 送 液 路 と を シ ー
ス 内 に 並 列 に 配 置 す る と 共 に 、 先 端 処 置 部 材 を 、 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 対 し て 側 方 に 偏 位 し
た 状 態 に 連 結 し て 、 送 液 路 の 先 端 開 口 の 前 方 位 置 に 配 置 し 、 操 作 ワ イ ヤ と 先 端 処 置 部 材 と
の 連 結 部 に 前 方 に 向 い た ス ト ッ パ 面 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 ス ト ッ パ 面 が 前 方 に 移 動 し た 時 に 当 接 す る ス ト ッ パ 壁 を ス ト ッ パ 面 に 対 し 傾 斜
し て シ ー ス の 先 端 部 分 に 設 け 、 操 作 ワ イ ヤ が 基 端 側 か ら 前 方 に 向 か っ て 押 し 込 ま れ て ス ト
ッ パ 面 が ス ト ッ パ 壁 に 押 し 当 て ら れ る こ と に よ り 、 シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 突 出 す る 先 端 処
置 部 材 の 向 き が ス ト ッ パ 面 に 対 す る ス ト ッ パ 壁 の 傾 斜 方 向 に 対 応 し て 変 化 す る よ う に 構 成
す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ と 図 ３ は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 と 側 面 断 面 図 で あ り 、 例 え ば 四
フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 等 の よ う な 電 気 絶 縁 性 の 合 成 樹 脂 製 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る シ ー ス
１ は 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 自 在 な よ う に 、 直 径 が ２ ｍ
ｍ 程 度 で 長 さ が １ ～ ２ ｍ 程 度 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 実 施 例 の シ ー ス １ と し て は 、 全 長 に わ た っ て 二 つ の 貫 通 孔 （ ワ イ ヤ 挿 通 孔 ２ と 送 液
路 ３ ） が 軸 線 方 向 に 並 列 に 形 成 さ れ た い わ ゆ る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ が 用 い ら れ て い る
。 た だ し 、 必 ず し も マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ で な く て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 シ ー ス １ の 先 端 に は 、 先 端 処 置 部 材 で あ る 棒 状 の 高 周 波 電 極 ４ が 突 没 自 在 に 配 置 さ れ て
お り 、 そ の 高 周 波 電 極 ４ を 突 没 操 作 す る た め の 操 作 部 １ ０ が シ ー ス １ の 基 端 側 （ 即 ち 、 手
元 側 ） に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 シ ー ス １ の ワ イ ヤ 挿 通 孔 ２ 内 に は 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 撚 り 線 等 か ら な る 導 電 性 の 操 作 ワ
イ ヤ ５ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い て 、 そ の 先 端 に 高 周 波 電
極 ４ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 操 作 ワ イ ヤ ５ の 基 端 は 、 操 作 部 １ ０ の 操 作 部 本 体 １ １ に 対 し て ス ラ イ ド 操 作 自 在 に 設 け
ら れ た ス ラ イ ド 操 作 部 材 １ ２ に 連 結 さ れ て お り 、 ス ラ イ ド 操 作 部 材 １ ２ を 進 退 操 作 す る こ
と に よ り 操 作 ワ イ ヤ ５ を 介 し て 高 周 波 電 極 ４ を シ ー ス １ の 先 端 か ら 突 没 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ス ラ イ ド 操 作 部 材 １ ２ に 配 置 さ れ た 接 続 端 子 １ ３ に 図 示 さ れ て い な い 高 周 波 電 源
コ ー ド を 接 続 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ５ を 介 し て 高 周 波 電 極 ４ に 高 周 波 電 流 を 通 電 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 送 液 路 ３ の 基 端 側 は 、 操 作 部 １ ０ に 配 置 さ れ た 注 液 口 金 １ ４ に 接 続 チ ュ ー ブ １ ５ を 介 し
て 連 通 接 続 さ れ て お り 、 図 示 さ れ て い な い 注 液 具 等 を 注 液 口 金 １ ４ に 接 続 す る こ と に よ り
、 シ ー ス １ の 先 端 に 位 置 す る 送 液 路 ３ の 先 端 開 口 ３ ａ か ら 前 方 に 水 等 を 噴 出 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は シ ー ス １ の 先 端 付 近 の 平 面 断 面 図 、 図 ５ は そ の Ｖ － Ｖ 断 面 図 、 図 ６ は 斜 視 図 で あ
り 、 シ ー ス １ の 最 先 端 部 分 は 、 送 液 路 ３ 側 の 半 部 が 先 端 側 か ら 例 え ば １ ｃ ｍ 程 度 の 範 囲 切
除 さ れ た 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 送 液 路 ３ の 先 端 開 口 ３ ａ が シ ー ス １ の 最 先 端 面 よ り そ の
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分 だ け 後 退 し た 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 高 周 波 電 極 ４ は 、 導 電 性 の 金 属 棒 材 に よ っ て Ｌ 字 形 に 形 成 さ れ て い て 、 操 作 ワ イ ヤ ５ の
最 先 端 部 分 に 固 着 連 結 さ れ た 導 電 性 金 属 か ら な る 連 結 部 材 ６ の 側 面 に 基 端 が 固 着 連 結 さ れ
、 シ ー ス １ の 垂 直 壁 （ 送 液 路 ３ 側 の 半 部 が 切 除 さ れ た こ と に よ り そ の 切 除 部 分 に 面 し て 形
成 さ れ た 側 壁 ） に 軸 線 と 平 行 方 向 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト ７ 内 を 基 部 が 通 過 し て シ ー ス １ の
先 端 切 除 部 分 に 顔 を 出 し 、 そ こ で 真 っ 直 ぐ 前 方 に 向 い た 状 態 に セ ッ ト さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス リ ッ ト ７ は 、 シ ー ス １ の 先 端 切 除 部 分 か ら そ の 後 側 に 隣 接 す る 非 切 除 部 分 （ 即 ち 、 送
液 路 ３ の 最 先 端 部 分 付 近 ） に わ た っ て 連 続 し て 真 っ 直 ぐ に 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、
操 作 部 １ ０ 側 か ら 操 作 ワ イ ヤ ５ を 牽 引 操 作 す る と 、 図 ４ に 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 高 周
波 電 極 ４ が 送 液 路 ３ の 先 端 部 分 内 に 引 き 込 ま れ た 状 態 に な る 。 図 ７ は そ の 状 態 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ワ イ ヤ 挿 通 孔 ２ の 最 先 端 部 分 に は 、 電 気 絶 縁 性 材 か ら な る ス ト ッ パ 部 材 ８ が ワ イ ヤ 挿 通
孔 ２ の 最 先 端 部 分 を 塞 ぐ 状 態 に 固 着 さ れ て い て 、 操 作 ワ イ ヤ ５ が 前 方 に 移 動 す る と 連 結 部
材 ６ の 先 端 面 （ ス ト ッ パ 面 ） ６ ａ が ス ト ッ パ 部 材 ８ の 後 端 壁 （ ス ト ッ パ 壁 ） ８ ａ に 当 接 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し た が っ て 、 操 作 部 １ ０ 側 か ら 操 作 ワ イ ヤ ５ を 押 し 込 み 操 作 す る と 高 周 波 電 極 ４ が 送 液
路 ３ 内 か ら シ ー ス １ の 切 除 部 分 に 押 し 出 さ れ て 、 高 周 波 電 極 ４ の 先 端 部 分 が シ ー ス １ の 最
先 端 面 よ り 前 方 に 突 出 し た 状 態 に な り 、 ス ト ッ パ 面 ６ ａ が ス ト ッ パ 壁 ８ ａ に 当 接 す る こ と
に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ５ 及 び 高 周 波 電 極 ４ の 前 方 へ の 移 動 が 阻 止 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、
操 作 部 １ ０ か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 高 周 波 電 極 ４ を シ ー ス １ の 先 端 か ら 突 没 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 注 液 口 金 １ ４ 側 か ら 送 液 路 ３ を 経 由 し て 送 液 を 行 う と 、 そ の 液 が 図 ６ に 矢 印 Ｗ
で 示 さ れ る よ う に 、 送 液 路 ３ の 先 端 開 口 ３ ａ か ら 前 方 に 噴 出 す る の で 、 シ ー ス １ の 先 端 か
ら 前 方 に 向 い て 突 出 す る 高 周 波 電 極 ４ の 最 先 端 周 辺 に 液 を 吹 き 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 高 周 波 電 極 ４ に よ り 処 置 を 行 う 目 標 粘 膜 を 確 実 か つ 容 易 に 洗 浄 す る こ
と が で き 、 送 液 路 ３ 内 に は 操 作 ワ イ ヤ ５ が 挿 通 さ れ て い な い の で 、 十 分 な 送 水 量 が 確 保 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ８ は 、 本 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 付 近 を ワ イ ヤ 挿 通 孔 ２ の 軸 線 位 置 で 縦 に 切 断
を し た 側 面 断 面 図 （ 図 ５ に お け る VIII－ VIII断 面 図 で あ り 、 ス ト ッ パ 部 材 ８ の 後 端 壁 で あ
る ス ト ッ パ 壁 ８ ａ が シ ー ス １ の 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し た 斜 面 状 に 形 成 さ れ て い て 、 ス ト ッ パ
面 ６ ａ は シ ー ス １ の 軸 線 に 対 し て 垂 直 に 形 成 さ れ て い る の で 、 ス ト ッ パ 壁 ８ ａ が ス ト ッ パ
面 ６ ａ に 対 し て 傾 斜 し た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し た が っ て 、 操 作 ワ イ ヤ ５ を 操 作 部 １ ０ 側 か ら 前 方 に 向 か っ て 押 し 込 ん で 、 ス ト ッ パ 面
６ ａ を ス ト ッ パ 壁 ８ ａ に 強 く 押 し 当 て る と 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 ス ト ッ パ 面 ６ ａ が ス
ト ッ パ 壁 ８ ａ に 対 し て 全 面 で 当 接 す る 状 態 に 連 結 部 材 ６ の 向 き が 変 わ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ れ に 伴 っ て 、 連 結 部 材 ６ の 後 方 に 連 な る 操 作 ワ イ ヤ ５ の 先 端 近 傍 部 分 が ワ イ ヤ 挿 通 孔
２ 内 で 撓 む と 同 時 に 、 そ の 状 態 の 斜 視 図 で あ る 図 １ に も 示 さ れ る よ う に 、 連 結 部 材 ６ に 連
結 さ れ て い る 高 周 波 電 極 ４ の 向 き が 斜 め 前 方 方 向 に 変 わ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 高 周 波 電 極 ４ の 突 没 操 作 を す る た め の 操 作 ワ イ ヤ ５ を 利 用 し て 高 周 波
電 極 ４ の 向 き を 手 元 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 任 意 に 変 え る こ と が で き 、 操 作 ワ イ ヤ ５ を
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操 作 部 １ ０ 側 か ら 押 し 込 む 操 作 力 を 緩 め れ ば 、 操 作 ワ イ ヤ ５ の 先 端 部 分 と 高 周 波 電 極 ４ と
が 図 ６ 等 に 示 さ れ る 元 の 真 っ 直 ぐ な 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 上 記 実 施 例 で は ス ト ッ パ
部 材 ８ の 後 端 の ス ト ッ パ 壁 ８ ａ を 斜 面 状 に 形 成 し た が 、 ス ト ッ パ 面 ６ ａ 側 を 斜 面 状 に 形 成
し て も 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 を 高 周 波 電 流 を 通 電 し な い タ イ
プ の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 適 用 し て も 差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 高 周 波 電 極 が 向 き を 変 え た 状 態 の 先 端 付 近 の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 付 近 の 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 図 ４ に お け る Ｖ － Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 付 近 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 高 周 波 電 極 が シ ー ス 内 に 退 避 し た 状 態 の 先 端
付 近 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 付 近 の 側 面 断 面 図 （ 図 ５ に お け る VIII－
VIII断 面 図 ） で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 高 周 波 電 極 が 向 き を 変 え た 状 態 の 先 端 付 近 の
側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 　 シ ー ス
　 ３ 　 送 液 路
　 ３ ａ 　 先 端 開 口
　 ４ 　 高 周 波 電 極 （ 先 端 処 置 部 材 ）
　 ５ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 ６ 　 連 結 部 材
　 ６ ａ 　 ス ト ッ パ 面
　 ７ 　 ス リ ッ ト
　 ８ 　 ス ト ッ パ 部 材
　 ８ ａ 　 ス ト ッ パ 壁
　 １ ０ 　 操 作 部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

10

20

30

(6) JP 2006-218015 A 2006.8.24



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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处置部件4从护套1的前端部突出。 通过从近侧推动用于浸入的操作线
5，可以改变从护套1的远端部突出的远端处理部件4的取向。 [选型图]图
1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c853d1ce-5724-4b23-9b82-ae2fa2a3e543
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036709946/publication/JP2006218015A?q=JP2006218015A

